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　本戦略は、2017年度を初年度として、将来像を99（九重）年後の2116年度に設定

します。

　中間評価などを行い方向性の見直しを行うために20年間（2017～2036年度）を中

期期間として設定し、さらに、具体的施策である行動計画は、直面する課題や実状に合

わせたものにするため５年ごとに見直しを行います。

　第２章で明らかになったとおり、私たちの暮らしと生物多様性は、1955年（昭和30

年）頃に大きく変わりました。

　今の便利な暮らしを、1955年（昭和30年）以前の暮らしに戻すことは現実的ではあ

りません。しかし、生物多様性の恵みを次世代へ引き継ぐためには、暮らしの見直しが

欠かせません。

　九重町の自然と共に、誇りを持って暮らしてきた先人たちの知恵は、新しい生物多様

性とのつながりを見出し、「懐かしい未来」へと導くためのヒントとなり得ます。そし

て、私たちがつなぐのは、人と生きもの、人と人、そして過去から未来です。

　“色とりどり” とは、色彩が豊かなことを表します。私たちは、人を含めた多くの生

きものが、“いのちとりどり” となるよう取り組みをはじめるために、上の理念を定め

ます。

１.　戦略の期間

２.　理念

つなげよう　いのちとりどり　誇りの暮らし

2017年度 2036年度 2056年度 2116年度
2021年度 2026年度 2031年度
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　“いのちとりどり　誇りの暮らし” の具体的な将来像は下記の５つを達成している状

態です。イメージは本戦略の表紙に描かれている様子です。

①九重町の農耕文化に根付いた生物多様性が引き継がれ

　ています

②人びとがいつも自然のことを話題にし、自然と共生し

　た暮らしに誇りを持ち、楽しんでいます

③人びとが生物多様性の恵みによって心豊かな生活を送

　っています

④学びによって誰もが身近な自然に親しむ工夫を持ち、

　町全体が生物多様性の博物館になっています

⑤生物多様性が町の個性になり、持続可能な生活基盤を

　構築しています

　目指すべき将来像の実現に向けて、今後の取り組みにおいて基本となる目標を九重目

標とし、下記の３つを掲げます。

３.　将来像

４.　九重目標（基本となる目標）

〈九重目標１〉生物多様性の学びを楽しもう
 関係機関との連携を図り、多世代が生物多様性に
 ついて学ぶ機会を創出します。

〈九重目標 2〉豊かな生物多様性を保全しよう
 九重町内の特徴ある生態系や種の保全を行うとと
 もに、野焼きによって維持される草原など、身近
 な環境の生物多様性を保全・再生します。

〈九重目標 3〉自然とつながる暮らしを育もう
 九重町の先人から受け継いだ自然と共生した暮ら
 しを維持・再生することにより、生物多様性の保
 全に寄与します。
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　中期期間である20年間（2017～2036年度）に取り組むべき課題を20年目標として

設定し、目標を実現するための行動計画を掲げます（目標及び行動計画は第４章記

載）。

　20年間は、次の２点に重点をおいて取り組みを推進します。

　⑴　教育・啓発活動の充実

　2014年に内閣府が実施した生物多様性の認知度に関する調査において、「生物多

様性の言葉の意味を知っている」と答えた人は16.7%でした。また、2016年に九

重町立緑陽中学校の中学１年生を対象として実施したアンケートでは、６%に留

まっていました。

　現段階では、生物多様性に関してほとんどの住民が「無関心期」であるため、

「関心期」や「行動期」へ引き上げる取り組みをします。

　⑵　自然環境の保全

　今回の策定にあたり、九重町内における生物多様性保全上重要な地域の把握を行

いました。その結果、九重町には貴重な自然環境が残されていることがわかりまし

たが、同時に、進行している損失についても知ることになりました（詳細は第４章

記載）。

　今後は、調査などによる

現状把握や、地域住民への

普及啓発活動を行うことに

より、自然環境の保全にお

ける基礎づくりを行いま

す。

５.　20年目標（中期目標）

行動期
（行動をとっている）

関心期
（関心をもっている）

無関心期
（生物多様性について聞いたことがない）

タデ原湿原における▶
モニタリングサイト1000里地調査　
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九重町の農耕文化に
根付いた生物多様性が
引き継がれています

〈九重目標１〉
生物多様性の
学びを楽しもう

〈九重目標２〉
豊かな

生物多様性を
保全しよう

〈九重目標３〉
自然とつながる
暮らしを育もう

人びとがいつも自然の
ことを話題にし、自然と
共生した暮らしに誇りを
持ち、楽しんでいます

人びとが生物多様性の
恵みによって心豊かな
生活を送っています

学びによって誰もが
身近な自然に親しむ
工夫を持ち、町全体が
生物多様性の博物館に
なっています

生物多様性が
町の個性になり、
持続可能な生活基盤
を構築しています

将来像理念 九重目標 20年目標

目標１　文化について
目標２　教育について　

目標３　重要スポット・重要種について
目標４　九重町の特筆する生きものについて
目標５　遺伝子の多様性について
目標６　外来種について
目標７　開発について
目標８　地球温暖化・災害について
目標９　調査・研究について

目標10　暮らしについて
目標11　健康について
目標12　産業について
目標13　管理放棄について
目標14　鳥獣害被害について
目標15　農薬・排水・廃棄物などについて

目標16　人と人、団体と団体のつながり
目標17　町の施策

参画・連携のための目標

つ
な
げ
よ
う　

い
の
ち
と
り
ど
り　

誇
り
の
暮
ら
し

（体系図）


